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渡 し型 SC を持つ群の主観的不健康に対す るオ ッズ比は､0.25(95%信頼区間 :
0.11･0.55)であるが､結合型 SC でははっきりした関連は認められなかった｡結論 と
して､SCと健康の関係は､参加者の社会的特性が異なる橋渡し型で､さらに多くの組
織に参加する人はど健康的である可能性が示唆された｡以上より､本研究は､個人の
社会参加 と健康の関係を求めた公衆衛生学に価値ある研究と認められた｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
